
37.4

19.9

37.4

34.7

34.4

35.4

38.2

42.5

＜生活環境＞

(7)
自然環境保全
（景観整備）

(2) 福祉施策

重要でない

36.3

36.6

42.4

(15) 消防対策

(16)

17.6

1.7 0.3

13.9

(10) 公共交通対策

(8)
公園・緑地整
備

道路整備(9)

(5) 子育て支援

(6)
福祉ボラン
ティア

防災対策

(11)

(18)

16.7

40.6

3.0

0.5

1.8

4.2

8.8

13.0

1.6

8.1

7.8

2.8

1.4

34.3

0.7

4.7

6.4

0.8

44.8 32.3

45.2 30.9

18.8

18.6

4.5

(3)
介護サービス
体制

＜凡　例＞
重要である

3.0

4.0 0.6

1.2

18.6

20.4

0.5

1.5

0.8

第４章　各分野の重要度について

どちらかと言うと重要である

10.8

35.0

15.4

1.5

3.3

5.4

(4)
少子・高齢化
対策

(13)
ごみ処理・リ
サイクル

水道整備

(12) 下水道整備

18.2

18.4

3.9

防犯対策 36.4

(14) 公害対策

39.6

(17) 交通安全対策 37.0

44.8

32.1

未回答

56.4

32.2

＜保健・医療・福祉＞

(1) 65.8

47.7

39.0

28.7

24.0

26.6

43.3

42.6

40.3

18.3

18.6

5.2

（単位：％）

保健・医療
（病院）体制

19.2

14.7

どちらかと言うと重要でない

0.8

20.2

18.3

10.8

18.6

18.7

19.5

18.4

18.7
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34.0

21.0

2.1

2.7

20.7

1.0

12.6

38.7

43.9

30.8

37.5

＜産業振興＞

＜行財政・まちづくり＞

(29) 国際交流 9.3 31.5

35.3

(19)

28.7

44.5

30.7

25.0

29.3

29.8

農林業振興

37.9

21.5

29.0

42.7

34.2

44.0

19.3

22.7

(31) 地域の情報化

生涯学習環境

商業振興

工業振興（水産加

工業・建設業を含

む）

(22)

(32) 住民参画

＜教育・文化＞

観光振興(23)

19.8

(25)

(20) 水産業振興

(26)

(21)

(28)
歴史・文化の
保存・活用

(27) スポーツ振興

高校の教育

(30) 定住促進

20.9 21.3

9.0

19.9

19.9

2.5

10.7

12.3

6.4

20.4

3.9

47.3

14.5 39.4

0.8

28.4
小中学校の教
育

(24)

行財政運営(33)

20.76.9

37.7

12.0 20.9

20.0

4.0

40.9

4.0

9.7

0.7

7.8

39.9

2.0

8.0

20.4

1.7

20.8

15.5 20.8

2.1

0.63.7

14.9

重要度が高い項目は、第１位「保健・医療（病院）体制」（８４．１％）、第２位「福祉施策」（７９．８％）、第
３位「ごみ処理・リサイクル」及び「防災体制」（７７．１％）、第５位「少子・高齢化対策」（７７．０％）の順
で、重要でない項目では、第１位「国際交流」（３７．７％）、第２位「歴史・文化の保存・活用」（２４．８％）、
第３位「公園・緑地整備」（２４．１％）、第４位「観光振興」（１８．９％）、第５位「自然環境保全（景観整
備）」（１８．７％）の順となっている。区分別集計を見ても、重要度である項目の第１位は、全区分で「保健・医療
（病院）体制」、重要でない項目の第１位は、「国際交流」（１５区分）と「公園・緑地整備」（２区分）となってい
る。

男女別では、重要である項目の上位２項目は全体集計の結果と同じであるが、第3位は男性が「ごみ処理・リサイク
ル」、女性が「少子・高齢化対策」となっている。年齢別では、重要である項目の第１位は全区分で「保健・医療（病
院）体制」であるが、１５～２９歳では第２位が「防犯対策」、第３位が「小中学校の教育」と「高校の教育」、３０
～７０歳以上（３区分）の第２位は「福祉施策」であるが、第３位は３０～４９歳が「少子・高齢化対策」、５０～６
９歳が「防災対策」、７０歳以上が「ごみ処理・リサイクル」と年代によって差異が見られる。逆に重要でない項目の
第１位は全年齢区分で「国際交流」であるが、２・３位は「歴史・文化の保存活用、公園・緑地整備」以外では、１５
歳～２９歳で「農林業振興」と「スポーツ振興」、７０歳以上で「自然環境保全（景観整備」がそれぞれ第３位となっ
ている。職業別では、重要である項目で「水産業振興」が水産業の第４位、また「工業振興」が製造・建設業の同じく
第４位と上位に入り、「小中学校の教育」が４区分で２～５位以内に入っている。また居住地別では、宇津・秋里・豊
野・住吉・富丘地区で「小中学校の教育」が重要である項目の第３位、「スポーツ振興」が重要でない項目の第２位
（同率）となっている。

42.3

20.8

1.0

（単位：％）

20.5

20.6

1.3

※回答数A=1,264、ただし「介護サービス体制」については回答数101である。
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